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研究成果の概要（和文）：本研究は我が国の疾病負荷を包括的に分析し、政策分析にも応用する試みである。こ
れまでの疾病負荷研究をさらに発展させ、最新の疾病負荷推計が行われた。健康寿命は着実に伸びている一方
で、高齢化に関連するアルツハイマー病含む認知症や糖尿病等の慢性疾患による疾病負荷の急激な増加、それら
に寄与するリスク要因の増加、そして健康格差の拡大などの課題が認められた。これらのNCDsやリスク要因は、
COVID-19による重症化・死亡リスク関連していることは注目に値する。COVID-19のような健康危機に対してより
強い保健システムを構築するために、公衆衛生の取り組みを強化することが急務であることが示唆される。

研究成果の概要（英文）：This study provides a comprehensive analysis of the burden of disease in 
Japan, which contributes to national policies. The previous studies on burden of disease were 
further developed to produce the latest estimates of burden of disease in the country. While healthy
 life expectancy has been steadily increasing, the study recognized issues such as the rapid 
increase in the burden of disease due to chronic diseases such as diabetes and dementia including 
Alzheimer's disease related to aging, and the increase in risk factors contributing to these 
diseases, as well as the expansion of health inequalities. It is noteworthy that these chronic 
diseases and risk factors are associated with risk of serious illness and mortality due to COVID-19,
 suggesting an urgent need to strengthen public health efforts to build health systems that are more
 resilient to health crises such as COVID-19.

研究分野：疾病負荷

キーワード： DALYs　Healthy life expectancy　Risk factors　NCDs

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、国・都道府県レベルで最新の疾病負荷推計を行い、我が国の主要な保健医療課題の実証的分析に活用
する我が国で初めての試みであり独創的である。特に、現在、懸案事項となっている主な施策（地域医療構想、
医療費、健康格差、医療の質、医師の働き方改革、イノベーション戦略）に直接資する。さらに、本研究の成果
を国内外に積極的に発信し、より開かれた透明性の高い保健政策立案に向けたエビデンス形成のための基盤を強
化する。本研究は、学術的、政策的、そして、広く社会還元という観点からも大きなインパクトをもたらすもの
である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年、世界的に高齢化と健康転換が進むと同時に、国内においても健康格差や医療の質に対する
懸念が高まっている。地域での意思決定とアウトカム志向に資する包括的分析を推進するため
には、死亡と障害を包括的に定量化できる疾病負荷の概念は極めて有用であるが、諸外国に比べ
て、我が国では疾病負荷の政策への活用は未だ限定的である。  
 
保健医療の課題は我が国の社会全体の課題である一方で、その実情は地方地域によって大きく
異なる。昨今、各都道府県が地域レベルにおける医療のあり方を策定することが求められており
（地域医療構想）、各都道府県の実情に即した対策がとられることが期待されている。 研究代表
者らは、近年我が国の健康増進は停滞傾向にあり、高齢化に伴う疾病負荷は増大し、さらに都道
府県間の健康格差が拡大しつつあることを示したが、既存の危険因子（行動習慣、代謝、環境や
職業上の因子）と都道府県間の健康格差について顕著な関係は認められなかった。しかしながら、
健康格差の拡大に関する他の要因を分析するためには、都道府県レベルの疾病負荷研究をさら
に精緻化する必要がある。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、研究代表者らによるこれまでの日本における全国及び都道府県レベルの疾病負荷に
関する研究成果をさらに発展させ、最新の疾病負荷推計を用いて、現在、懸案事項となっている
主な施策(地域医療構想、医療費、健康格差、医療の質、医師の働き方改革、イノベーション戦
略)に直接資する分析を行う。分析結果をより多くの政策立案者や研究者、一般の方が利用でき
るように分析データのビジュアル化を推進する。本研究は、我が国の主要な保健医療課題の実証
的分析に継続的に疾病負荷を活用する基盤を確立することを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、研究代表者らが主要メンバーとして参画している GBD の国際的な枠組みの下で、医学
ならびに公衆衛生学や社会科学からのアプローチという極めて学際的な性格を持ち、高度な統
計分析と種々の疾患の疾病管理に関する医学・公衆衛生学的な専門知識を有し、医療政策に精通
した研究組織が必要である。 
 
疫学、統計学、計量経済学、情報工学の定量分析手法を用いて、国内外の疾病負荷研究を統括し
てきた実績のある研究代表者のもと、今年も異学問領域で実績を積んだ研究者が連携して行う
学際的な共同研究を推進する。具体的には、時空間ベイズモデル、ベイズ統計による小地域推定、
疾病のマイクロシミュレーション、システマティックレビューとメタ分析、メタ回帰分析、国勢
調査や出生動向基本調査などのサンプル分析など、定量分析を実施し、年齢別・性別別・都道府
県別の最新の疾病負荷、及び平均寿命・健康寿命、そして各種危険因子の疾病負荷への寄与を推
定する。 
 
 
４．研究成果 
本研究は、我が国の疾病負荷を包括的に分析し、それを具体的政策分析にも応用する試みである。
これまでの疾病負荷に関する研究成果をさらに発展させ、最新の疾病負荷推計が行われた。健康
寿命は 1990 年の 69.47 歳から 2019 年の 73.84 歳まで着実に伸びており（+4.37 年）、平均寿命
も 79.41 歳から 84.80 歳まで伸びている（+5.40 年）。この伸びの差は障害を持ちながらの生活
期間が増えていることを指す。疾病負荷（DALY：死亡と障害の混合指標）に占める割合は、YLL
（損失余命）で測定される早死ではなく、YLD（障害生存年数）で測定される障害がますます大
きくなっており、1990 年の 45.48%から 2019 年には 48.23%に上昇していた。疾病負荷は、非感
染性疾患（NCDs）が占める割合が 2019 年時点で 85.43%となり、1990 年比較で 4.34%増加してい
た。疾患別で見ると主に高齢者に影響を与える疾患、脳卒中、腰痛、アルツハイマー病などの認
知症、虚血性心疾患、肺がん、加齢性難聴、糖尿病の疾病負荷が大きい。特に糖尿病やアルツハ
イマー病の疾病負荷の急増は特筆すべき点である。2019 年における全ての年齢を含む日本にお
ける主要リスク要因は、喫煙、ついで高血圧、不健康な食事、高血糖、腎機能障害であった。ど
れも年間で 10 万人以上、喫煙や高血圧についてはおよそ 20 万人近くの死亡に寄与していた。 
これらの NCDs やリスク要因は、COVID-19 による重症化・死亡リスク関連していることは注目に
値する。COVID-19 のような健康危機に対してより強い保健システムを構築するために、公衆衛
生の取り組みを強化することが急務であることが示唆される。長寿化と人口高齢化とともに、
NCDs による障害が健康損失の大部分を占めており、障害や慢性疾患を管理できる保健サービス
への需要がますます高くなるだろう。これらの研究成果は英国際誌 The Lancet に全て掲載され



た。  
 
さらに、各種傷病の障害度の重みを推定した。これはインターネット調査を利用し、日本全国 4
万人弱の回答データから、日本独自の 230 を超える傷病の障害係数の推定を行ったものである。
既存の GBD で使用されている各種傷病の障害度の重み付けは、世界人口一律の障害係数が適用
されている。一方で、本研究は日本人人口に限った推計であり、ほとんどの 傷病で GBD 推定値
と高い相関を見せたが、特に痛みを伴う傷病（骨折や切断など）において、日本人はより障害度
を重くつける傾向があることがわかった。 この研究成果は英国際誌 The Lancet に全て掲載さ
れた。 
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